
地域における男女共同参画を推進するためのプログラムデザイン

①子育て中の女性が、自分を語る、参加者の話を聞く、ジェンダー視点を学ぶ中でエンパワー
される。②居場所作りを通じて、パラソルの認知度を上げる。【相談と啓発の間】の事業。

事業
目的

内容

方法
手段

１回目

母親×ジェンダー
くにたち男女平等参画ステーション・パラソル
ステーション長 木山直子

ジェンダー基礎・母親ってどんな存在？
自分ってどんな存在？

課題の整理と共有 課題解決に向けた方策

じっくり語り合う
自分を語る、参加者の話を聴く（進行役：パラソルスタッフ）

テーマ
・ジェンダーって何？自分って何？
・母親らしい、女性らしい、自分らしいって何？
・これまでの自分、今の自分、これからの自分。
・困っていること ・今日話したいテーマ など。

パラソル制作のパネル紹介
・「ジェンダーって何？」 ・「NOって言えてる？（境界線）」
・「『自分を大切にする』ってどういうこと？」
・「多様性に疲れていませんか？」

ミニ講座 ３０分

男女共同参画推進の理解 情報収集、現状把握

連携先

事業
プロセス

【事業名】母親×ジェンダー「知りたい！私のこと。語ろう！これからの私。」

振り返り

①相談事業を通じて感じた母親の子育て不安。また、母を頑張り過ぎて「自分」を失っているのではないか。（不安を埋めるために向かう先は正しいのか？誰かと比べてしまう問題）

②子育て中の女性の、パラソル認知度が利用度が低い。
問題
現状

「矢川プラス」または「国立市公民館」

評価
指標

アンケート満足度85％。連続参加率85％。

・カフェタイム

・アンケート

必要があれば、パラソルの相談に
つなぐ。

1日目

「私は〇〇です。」
できるだけたくさん書く。
「母」だけでない自分をたくさん考える。

居場所での語り合い ６０分 ワーク １５分 カフェタイム １５分

対象
定員

子育て中の女性 １０名

連続講座（３回）
期間
回数

予算 講師料・印刷代

事業
目標

①だれもが、性別にかかわらず、自分らしく生きられる社会。
②母親の悩みの現状を知り、事業や啓発に活かす、相談につなげる。

実施
体制

主催・進行：「パラソル」 場所：「矢川プラス」または「国立市公民館」

【位置づけ】国立市第５次男女平等・男女共同参画推進計画

番号3 男女平等・男女共同参画を推進するための情報の提供

課題
①子育て中の女性たちが、自分を語る場、ジェンダーについて学べる場が必要。（「ジェンダー規範」や「性別役割分担意識」はその後の自身の生きかたや、子どもへの影響する。この時期
に学ぶことは大切。）②パラソルで保育付き講座の開催は難しいため、他施設との連携を検討したい。（矢川プラス・公民館）←すでに人が集まる場へ出向く。

独立行政法人国立女性教育会館 令和5年度「地域における男女共同参画推進のための事業企画研修」

「『母』はその人の一部で
あって、全てではない」

自分のキモチ、生きかたは
自分のもの。

自分の生きかたは自分で決
めていい。

２回目

「働く」について考える
キャリアカウンセラー・パラソル専門相談員

二本柳聡美先生

生き方・キャリア・WLB

３回目

夢マップワークショップ パラソルスタッフ 川和さと美

好きな写真を切り貼りし、コラージュ作品を作る。
手作業をしながら、自分のやりたいことを語ってみる。

２日目

「これまでの自分グラフ」
これまでの自分の人生を振り返り、
今とこれからを考える。

3日目

・「夢マップ」発表
・メッセージ交換
参加者同士のメッセージを伝える

ワークショップ ８０分説明 １０分 発表 １５分

１・２回目

３回目


